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1. 研究背景 

気象や気候は経済活動に影響を与える．一つ

の国において気象・気候と経済の関係を調べた

研究は多く存在する．ドイツでは天候が毎日の

売り上げに与える影響は，店舗の場所によって

は 23.1％，販売商品によっては 40.7％に達する

可能性があることを示した研究がある[1]． 

 しかし，気象・気候と経済は，どちらも全球的

な影響を及ぼすことがある．たとえば，リーマン

ショックのようにある国の経済が多くの国の経

済に影響を与えることがある．同様に，エルニー

ニョ・南方振動（ENSO）のように，ある地域の

気象が全球的に影響を及ぼすこともある．その

ため，気象・気候と経済の関係を調べる際は，全

球的な視点から解析することが重要であると考

えられる．先行研究には，ENSOパターンの変化

が世界の商品価格に与える影響を調査し，気象

異常と商品価格の間に直接的な関連があると示

したものがある[2]．また，エルニーニョは世界

平均した大豆の収量を 2.1〜5.4％上昇させ，トウ

モロコシ，米，小麦の収量を-4.3〜0.8％変化させ

る可能性があると述べている研究もある[3]． 

ところが，ENSO 以外のテレコネクションが

経済と関連している可能性について先行研究で

は考慮していない．また，先行研究では世界平均

した農作物の収量など世界平均した値を用いて

いるが，国によって気象・気候と経済の関係は異

なる可能性があり，世界平均をするとそれが分

かりにくくなる．これらの視点は気象・気候と経

済の関係をより正確に捉えるために必要なこと

だと考えられるが，着目した先行研究はない．そ

こで，本研究は各国の GDPへ全球的に影響を与

える ENSO 以外のテレコネクションがないか，

テレコネクションと世界各国のGDPの相関関係

はどのようになっているのかを調べた． 

 

2. データ・解析手法 

テレコネクション指数は，太平洋十年規模振

動（PDO）指数[4]を使用した．これらは 6 月か

ら 8月（JJA）もしくは 1月から 2月，12月（JFD）

で 3 か月平均した．経済活動の指数は，世界銀

行が集計した各国の 1人当たりGDPのデータを

使用した．GDPは国全体[5]，第一次産業，第二

次産業，第三次産業[6]の 4 種類を使った．解析

期間は 1960年から 2017年である．毎年の GDP

成長率 g を，式（1）を用いて国ごとに求めた．

ここで，Yt はある年の GDP，Yt-1 はその前年の

GDPを表す． 

𝑔 =  
Yt − Yt−1

Yt−1
   (1) 

続いて，2017 年の GDP に基づいて国を 4 つの

レベルに分類した[7]（表 1）．その後，各テレコ

ネクション指数と各国のGDP成長率の相関係数

を算出し，各国の相関係数の絶対値を求めレベ

ルごとに値の大きい上位 30%の国を取り出した．

そして各レベルにおける相関係数の正負の割合

を求め，レベルによって割合に違いがないかを

調べた．また，第一次産業，第二次産業，第三次

産業の GDPにおいても同様の解析を行った．な

お，PDO と SO はある程度連動していることが

知られている．本研究では，以下の式（2）を使

い PDO から SO の成分を除き，それを PDO*指

数とした．ここで，r は PDO指数と SOI の相関

係数である．PDO*指数でも同様の解析を行うこ

とで SOの成分を除いた場合でも PDO指数を使

用した場合と同じ結果が得られるか調べた． 

PDO*指数= PDO 指数− SOI × r   (2) 

 

3. 結果と考察 

 表 2 の PDO 指数（JJA）に着目すると，レベ

ル 1の国々は 80 %が負相関になることがわかる．

このことから，PDO指数（JJA）が正のとき，レ

ベル 1の国々のGDP成長率は下がる傾向にある

と考えられる．表 3 の PDO 指数（JJA）に着目

すると，第三次産業のレベル 4 では 100 %の国々

が正相関になることがわかる．このことから先

進国の第三次産業の GDP 成長率は，PDO 指数



（JJA）が正のときに上がる傾向があると言える． 

 さらに，表 2，3 からレベル 1 の符号が負に偏

っているときレベル 4 の国では正となる国が多

いことがわかる．このことから，PDO指数が正

のとき発展途上国の GDP成長率が下がり，先進

国のGDP成長率は上がると考えられる．つまり，

先進国と発展途上国の経済格差が広がる可能性

があることが示唆される． 

 また，PDO*指数との関係に注目すると，PDO

指数を用いた場合と同じことが言える．よって，

SOの成分を除いた PDOもGDP成長率と関連が

あり，SO のみが GDP 成長率と関係しているの

ではないことが示唆された． 

 

4. まとめと議論 

本研究では，相関分析の結果より PDOも GDP

と関係があること，同じテレコネクションであ

っても国や産業によってGDP成長率との関連は

異なることが示唆された．また，発展途上国と先

進国では相関係数の符号が逆になる傾向が見ら

れた．このことから，PDO指数が正のときは先

進国の GDP成長率が上昇し，発展途上国では低

下するという，経済の南北格差が見られること

が明らかになった．ただし，今回示したのは相関

関係であり因果関係は示せていない．テレコネ

クションがGDP成長率にどのようなメカニズム

で影響を及ぼすのかも調査していく必要がある． 
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表 1 国の分類基準と各レベルの国が分布する主な地域 

  
レベル 

レベル 1 レベル 2 レベル 3 レベル 4 

分類基準 0～1460ドル未満 1460～5840ドル 
5840～11680ドル 

未満 
11680 ドル以上 

地域 
30N～30Sの 

アフリカ中心 

東南アジア， 

アフリカ中心 

ユーラシア大陸，

南米などの新興国

中心 

ヨーロッパ州， 

北米などの先進国

中心 

  



表 2 上位 30%の国の相関係数の正負の割合 

気象指数 平均した月 相関係数の符号 
レベル 

レベル 1 レベル 2 レベル 3 レベル 4 

P
D

O
指
数

 
JJA 

正 20.0% 20.0% 10.0% 81.3% 

負 80.0% 80.0% 90.0% 18.8% 

JFD 
正 30.0% 40.0% 50.0% 81.3% 

負 70.0% 60.0% 50.0% 18.8% 

P
D

O
*
指
数

 

JJA 
正 10.0% 20.0% 10.0% 81.3% 

負 90.0% 80.0% 90.0% 18.8% 

JFD 
正 60.0% 53.3% 60.0% 75.0% 

負 40.0% 46.7% 40.0% 25.0% 

 

表 3 産業別 GDPにおける上位 30%の国の相関係数の正負の割合（第三次産業のみ掲載） 

テレコネクション 

指数 
平均した月 相関係数の正負 

レベル 

レベル 1 レベル 2 レベル 3 レベル 4 

P
D

O
指
数

 

JJA 
正 30.0% 57.1% 66.7% 100.0% 

負 70.0% 42.9% 33.3% 0.0% 

JFD 
正 45.5% 50.0% 60.0% 93.8% 

負 54.5% 50.0% 40.0% 6.3% 

P
D

O
*
指
数

 

JJA 
正 20.0% 61.5% 66.7% 75.0% 

負 80.0% 38.5% 33.3% 25.0% 

JFD 
正 50.0% 60.0% 33.3% 75.0% 

負 50.0% 40.0% 66.7% 25.0% 

 


